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財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関するお問合せは、直接広告主へお願いします。

広告 広告

若年性認知症の紹介です
認知症は高齢者だけの病気ではありません
認知症と同様な症状が65歳未満に発症した場合は、若年

性認知症と呼ばれます。発症年齢は平均で51.3歳とされ、働
き盛りの現役世代です。
診断までに時間がかかる場合が多いといわれています
若年性認知症の場合、多くの人

が現役で仕事や家事をしているの
で、認知機能が低下すると、支障が
出て気づかれやすいと考えられま
す。しかし、実際には仕事でミスが
重なったり、家事がおっくうになっ
ても、それが認知症のせいとは思い至りません。疲れや更年
期障害、あるいはうつ状態など、他の病気と思って医療機関
を受診し、誤った診断のまま時間が過ぎ、認知症の症状が目
立つようになってからようやく診断された例も少なくありま
せん。
職場では、パソコンのパスワードを思い出せなかったり、

会議の日時や場所を忘れてしまったり、打ち合わせの内容が
理解できなくて何度も同じことを聞くなど、仕事に支障が出
て、本人や周囲もおかしいなと気づきます。
もし、若年性認知症が疑われる人がいたら
若年性認知症を発症する人は、今の職場で仕事を続ける

ことを望まれることが多いです。認知症は進行する病気です
が、早期に診断できればまだまだできることは多くあり、適切
なサポートによって仕事を続けていくことができます。その
ためには、職場の人たちが「認知症」について理解すること
が大切です。
若年性認知症の人やその家族からの相談に応じ、さまざ

まな支援をする専門家として、若年性認知症支援コーディネ
ーターが、各都道府県と政令指定都市に配置されています。
適切な医療機関を紹介し、必要があれば受診に同行します。
企業に対しては、社内研修への協力などをはじめ、配置転換
などの相談に応じます。職場のサポートだけではカバーしき
れない状態になると休職を検討することになりますが、利用
できる制度やサービスの情報を提供し、手続きを進めます。
認知症の人自身が望む、自分らしい生活を続けられるよ

う、総合的なコーディネートを行う専門職に、ぜひご相談くだ
さい。


